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すてきナイスグループのご案内
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「すてきナイスグループ」は、「お客様の素適な住まいづくりを心を

込めて応援すること」を共通の理念とする企業グループを形成し、

住生活産業における安心・安全な住まいづくりの推進を通じて社会

貢献を果たしてまいります。

グループ経営理念

住宅関連業界を取り巻く環境変化と、住まいに対するニーズが多様化するなか、私たちは機動的な事業運営と競争力を

より高めるためのグループ経営戦略の策定および推進に取り組むため、持株会社体制に移行することを決定し、2007年10

月1日に「すてきナイスグループ株式会社」となりました。「お客様の素適な住まいづくりを心を込めて応援する」という

経営理念のもと、持株会社としてグループの全体最適化のための戦略立案、変化に的確に対応できるグループ組織運営、

コーポレート・ガバナンスの充実などを図り、企業価値の向上およびグループ全体のさらなる発展を目指してまいります。

2007年10月1日、
「すてきナイスグループ株式会社」が誕生しました。

GROUP FILE

●ナイス株式会社

資材事業本部（全国規模での住宅建築用木材・建材・設備機器の
販売）、市場事業本部（全国16の木材市場運営）、住宅事業本部
（マンション分譲および販売代理、一戸建住宅の分譲、首都圏にお
ける不動産仲介店舗「ナイスの仲介」運営）の3つの事業を展開し
ております。

●ナイスコミュニティー株式会社

「ナイス」ブランドのマンション
を中心に、マンション・ビルの総
合管理（受託戸数約48,000戸）、
改修工事（大規模修繕およびリフォ
ーム）を事業としています。

●ナイスコンピュータシステム株式会社

●ナイス経済研究センター株式会社

●木と住まい総合研究所株式会社

●横浜不動産情報株式会社

●テクノワークス株式会社

●YOUテレビ株式会社ナイス株式会社本社（横浜市鶴見区）

管理物件
「アンジュの丘横濱常盤台」

● 　 　 ● 　

● 　 　 ●



株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご支援を賜り、ありがたく厚くお礼申し上げます。

ナイス株式会社は、10月1日をもちまして会社分割により持株会社体制に移行し、当
社は「すてきナイスグループ株式会社」に商号を変更するとともに、新組織・役員体制
となりました。今後は、事業を承継したナイス株式会社を中核としてグループの総合力を
生かした機動的な営業政策を推進し、「お客様の素適な住まいづくりを心を込めて応援す
る」という経営理念のもと、企業価値のさらなる向上を目指します。

住宅資材事業
工務店様の受注支援を目的とする住宅資材の総合展示会「ナイスわくわくフェア」を名古屋、仙台、東京で開催し、

総来場者数は6万2千人（名古屋2万5千人、仙台1万人、東京2万6千人）を超えました。東京会場では、250社を超える
工務店様が自社ブースを出展し、招待したお客様に商談をすすめるなど、この展示会を積極的に活用されました。また、
当社の提案する「住まいの構造改革」がより一層浸透し、新商品である木造一戸建住宅用制震装置「ジオフォルテ」が
特に注目を集め、耐震への関心の深まりを感じました。
インターネットによる受発注システム「ナイスアドバン」による受注額は月間平均28億円（前年同期は23億円）とな

り、利用規模がさらに拡大しました。
不動産事業
すべてのマンションに免震構造、もしくは耐震強度を建築基準法に定める基準値の1.25倍の強耐震構造を標準仕様と

するとともに建築現場の映像を配信する「ナイス・ビュー・システム」を全物件で採用するなど、当社の安心・安全お
よび品質に対する方針がお客様に浸透してまいりました。マンションおよび一戸建住宅の契約状況は、当期中に完成・
引き渡しを予定しているマンションの77.0％相当額、一戸建住宅の63.3％相当額が契約済みになりました。

今後とも株主の皆様には、一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成19年12月
代表取締役社長 平田　恒一郎

SINCE 1950

株 主 の 皆 様 へ
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企業価値のさらなる向上を目指します。

北九州市小倉北区に北九州物流センター
を移転し、本年8月より業務を開始しまし
た。約8,100坪（約26,000m2）の敷地に
おいて、総合物流センターと併せてプレ
カット工場を移転し、在来木造軸組工法に
よる構造躯体の提供も行っております。

今後、北九州物流センターを有効に活
用し、九州および中国地方において、木
材・建材・住宅設備機器など、木造住宅
一棟分の資材供給に応えられる物流機能
の充実を図ってまいります。

●「北九州物流センター」移転オープン

北九州物流センター（北九州市小倉北区）

● 　 　 ● 　 　 ●

● 　 　 ●
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中 間 財 務 諸 表（ 連 結 ）
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中間連結損益計算書（要旨）
平成19年4月1日～平成19年9月30日

中間連結貸借対照表（要旨）
平成19年9月30日現在

147,759
35,756

38,428

61,435

12,139

52,752
38,506
7,988

29,580

937

1,465
12,780
200,512

資　産　の　部

流動資産
現金及び預金

受取手形及び売掛金

販売用不動産

その他

固定資産
有形固定資産
建物及び構築物

土地

その他

無形固定資産
投資その他の資産
資産合計

94,619
39,371
44,168
11,079
52,640
147,260

52,377
22,069
23,355
13,694

△ 6,741
639
234

53,251
200,512

負　債　の　部
流動負債
支払手形及び買掛金
短期借入金
その他

固定負債
負債合計
純 資 産 の 部
株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
評価・換算差額等
少数株主持分
純資産合計
負債及び純資産合計

126,570
111,062
15,507
14,364
1,143
360
790
713
3
63
653
308
97
25
220

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税金等調整前中間純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
少数株主利益
中間純利益

（単位：百万円）

（単位：百万円）

中間連結株主資本等変動計算書（要旨）
平成19年4月1日～平成19年9月30日

平成19年3月31日残高
中間期中の変動額
剰余金の配当
中間純利益
自己株式の取得
自己株式の処分
土地再評価差額金の取崩額
株主資本以外の項目の中間期中の変動額（純額）
中間期中の変動額合計
平成19年9月30日残高

22,069

―
22,069

（単位：百万円）

中間連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）
平成19年4月1日～平成19年9月30日

△ 13,879

△ 3,456

28,107

△ 27

10,743

24,795

35,539

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増加額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の中間期末残高

（単位：百万円）

資本金

23,389

△ 33

△ 33
23,355

資本剰余金

14,161

△ 689
220

1

△ 467
13,694

利益剰余金

△ 6,953

△ 9
221

212
△ 6,741

自己株式

52,666

△ 689
220

△ 9
188
1

△ 288
52,377

株主資本合計

1,489

△ 850
△ 850

639

評価・換算
差額等

213

21
21
234

少数株主
持分

54,369

△ 689
220

△ 9
188
1

△ 828
△ 1,117
53,251

純資産
合計

株 主 資 本
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中 間 財 務 諸 表（ 単 独 ）

4

SINCE 1950SINCE 1950

50,894

△ 689
△ 62
△ 9

188
1

△ 859
△ 1,432
49,462

評価・換算
差額等

純資産
合計

90,435
25,621
12,669
43,420
8,723
51,403
141,839

48,290
22,069
23,355
9,606

△ 6,741
1,172
49,462
191,301

資　産　の　部
流動資産
現金及び預金
受取手形
売掛金
販売用不動産
その他

固定資産
有形固定資産
建物
土地
その他
無形固定資産
投資その他の資産
資産合計

負　債　の　部
流動負債
支払手形
買掛金
短期借入金
その他

固定負債
負債合計
純 資 産 の 部
株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
評価・換算差額等
純資産合計
負債及び純資産合計

138,691
27,216
19,054
19,619
61,435
11,364
52,610
35,907
6,938
27,777
1,190
771

15,931
191,301

（単位：百万円）

中間損益計算書（要旨）
平成19年4月1日～平成19年9月30日 （単位：百万円）

（単位：百万円）

117,682
104,829
12,853
12,433
419
437
741
115
2
63
53
30
85
62

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税引前中間純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
中間純損失

中間期売上高構成
平成19年4月1日～平成19年9月30日

住宅資材 
事業 
984億円 
83.7%

不動産 
事業 
192億円 
16.3% 住宅資材 

856億円 
72.8%

木材市場 
128億円 
10.9%

マンション 
113億円 
9.7%

一戸建住宅 
32億円 
2.7%

仲介・その他 
45億円 
3.9%

中間株主資本等変動計算書（要旨）
平成19年4月1日～平成19年9月30日

平成19年3月31日残高
中間期中の変動額
剰余金の配当
中間純損失
自己株式の取得
自己株式の処分
土地再評価差額金の取崩額
株主資本以外の項目の中間期中の変動額（純額）
中間期中の変動額合計
平成19年9月30日残高

22,069

―
22,069

資本金

23,389

△ 33

△ 33
23,355

資本剰余金

10,357

△ 689
△ 62

1

△ 751
9,606

利益剰余金

△ 6,953

△ 9
221

212
△ 6,741

自己株式

48,862

△ 689
△ 62
△ 9

188
1

△ 572
48,290

株主資本合計
株 主 資 本

中間貸借対照表（要旨）
平成19年9月30日現在

2,032

△ 859
△ 859
1,172
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中間期データハイライト（連結）
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お客様の「安心」「安全」に対する信頼にお応えするため、建築基準法
などで義務化された躯体工事検査をさらに徹底し、義務づけられていない
フロアも含めた全フロアの検査を全物件で標準採用していく方針です。
「素適品質元年」をスローガンに、従来より実施している「上棟見学会」
や「基礎見学会」のほか、女性社員によるお引渡し前の内覧チェックの徹
底、マンションの建設現場のライブ映像を配信する「ナイス・ビュー・シ
ステム」の導入など、ご購入者に対する情報公開に積極的に取り組むとと
もに、さらなる品質管理体制の強化・確立を目指します。

●マンション竣工時
「全フロア躯体工事検査」を標準化

T OP I C S

平成 
17年度 

平成 
18年度 

平成 
19年度 

平成 
17年度 

平成 
18年度 

平成 
19年度 

※当期に売上計上を予定している物件のうち、マンション77.0％、一戸建住宅63.3％相当額が 
　契約済となりました。 

平成 
17年度 

（％） 

平成 
18年度 

平成 
19年度 

マンション 

一戸建住宅 

その他 

不動産 

住宅資材 

通　期 

中間期 

中間期 
売上計上高 

契約済 
未計上残高 

販売中他 

中間期 通期 

〈中間期〉〈通期〉 〈中間期〉〈通期〉 〈中間期〉 

木材市場部門 

プレカット材 

建材・住器 

木　材 

住宅資材部門 

事業別売上高 住宅資材事業の中間期商品別売上高 

マンション・一戸建住宅の売上計上戸数 マンション・一戸建住宅の今期引渡し物件の進捗率 

300,000

200,000

100,000

0

40,000

0

80,000

120,000

1,000

0

2,000

0 20 40 60 80 100

（百万円） （百万円） 

（戸数） 

4,757
127,201

30,050

92,394

4,389
121,041

16,904

99,748

3,702
126,570

24,106

98,760

262,402

68,349
9,013

185,039

284,190

7,592

72,679

203,919

273,000 
（通期見通し） 

5,788

14,480

92,394

50,692

21,431

7,392

13,917

99,748

54,559

23,878

7,252

12,806

98,760

55,129

23,571

1,767
1,694

1,320 
（通期見通し） 

762
339 423

77.0%

63.3%

通期売上計画 

387億円 

通期売上計画 

85億円 

全フロア躯体工事検査第1号物件
「ナイスブライトピア横濱鶴見」（平成20年2月完成予定）
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会 社 名

所 在 地

設 　 　 立

資 本 金

上場金融商品取引所

すてきナイスグループ株式会社

Nice Holdings , Inc.

〒230- 8571

横浜市鶴見区鶴見中央四丁目33番1号

1950（昭和25）年6月23日

220億6,920万円

東京証券取引所市場第一部

名古屋証券取引所市場第一部

会社概要 平成19年10月1日現在

役　員 平成19年10月1日現在

株式の状況 平成19年9月30日現在

代表取締役社長

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

平　田　恒一郎

高 島 章 生

野 内 正 一

福 島 英 次

日 暮 　 清

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

監 査 役

戸　村　富士雄

田 淵 　 敦

三 谷 隆 博

田 　 恒

渡 部 直 樹

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

基 準 日

株主名簿管理人

毎年4月1日から翌年3月31日まで

6月

3月31日（中間配当を行う場合は9月30日）

3月31日（中間配当を行う場合は9月30日）

定款に定めるもののほか必要がある場合は、

あらかじめ公告して、一定の日を定めます。

東京都港区芝三丁目33番1号

中央三井信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 所

郵便物送付・

電 話 照 会 先

同 取 次 所

単 元 株 式 数

公 告 方 法

（ ）
〒168－0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号

中央三井信託銀行株式会社証券代行部

0120－78－2031（フリーダイヤル）

中央三井信託銀行株式会社　全国各支店

日本証券代行株式会社　本店および全国各支店

1,000株

電子公告制度を採用しております。
※ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による
公告をすることができない場合の公告方法は、日本経済新聞に
掲載する方法といたします。

株主メモ

発行済株式の総数 
117,961千株 

金融機関 
43,264千株（36.68％） 
53名 
 

その他国内法人 
15,563千株（13.19％）
276名 
 

  個人・その他 
  29,283千株 
（24.83％） 

  7,367名 

自己株式 
18,830千株（15.96％） 

外国法人・個人 
10,017千株（8.49％） 
75名 

金融商品取引業者 
1,002千株（0.85％） 
34名 

●発行可能株式総数 290,696,000株

●発行済株式の総数 117,961,195株

●株主数 7,806名

●大株主

●所有者別株式の分布状況

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

株 式 会 社 横 浜 銀 行

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行

株 式 会 社 り そ な 銀 行

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

吉 野 石 膏 株 式 会 社

バンクオブニューヨークヨーロッパリミテッドルクセンブルグ131800

平 　 田 　 恒 一 郎

西 　 村 　 滋 　 美

6,361

4,744

4,736

3,339

3,215

3,183

2,805

2,463

2,187

2,172

5.39 

4.02 

4.01 

2.83 

2.72

2.69 

2.37 

2.08 

1.85 

1.84 

株　主　名 当社への出資状況
持株数（千株） 出資比率（％）

※上記のほか、株主名簿上の自己株式が18,830千株あります。

お知らせ／住所変更、単元未満株式買取請求、名義書換請求および配当金振込指定に必要な各用紙のご請求は、株主名簿管理人となる中央三井信託銀行のフリーダイヤルまたは、
ホームページをご利用下さい。●フリーダイヤル　0120-87-2031（24時間受付：自動音声案内） ●ホームページ　http://www.chuomitsui.co.jp/person/p_06.html
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本　社／〒230-8571 横浜市鶴見区鶴見中央四丁目33番1号　

TEL. 045-521-6111（代表） FAX. 045-521-6107

http://www.suteki-nice. jp 証券コード：8089

地球環境に配慮した大豆油 
インキを使用しています 

KAWANE
ナイス川根の森 

KUMANO 
ナイス熊野の森 

TANZAWA
ナイス丹沢の森 

INAWASHIRO
ナイス猪苗代の森 

「ナイス猪苗代の森
（福島県郡山市）」を取得

福島県郡山市に4カ所目となる社有林を取得
しました。自然の生態系に近い状態であるた
め、将来的には、林学研究などの演習林・実験
林として開放するとともに、徒歩ルートの林道
を設け自然観察林としても親しめるよう検討し
ていきます。

ナイス熊野の森
取得年：1980（昭和55）年
所在地：和歌山県新宮市高田
総面積：140.5ヘクタール

ナイス丹沢の森
取得年：1990（平成2）年
所在地：神奈川県厚木市七沢
総面積：12.2ヘクタール

ナイス川根の森
取得年：2001（平成13）年
所在地：静岡県榛原郡川根町
総面積：102.7ヘクタール

ナイス猪苗代の森
取得年：2007（平成19）年
所在地：福島県郡山市熱海町
総面積：212.0ヘクタール

当社は、木材市場として設立された「木」をルーツとする企

業として、利益の一部を山林に還元し、社有林「ナイスの森」

と名づけて保護、育成に当たっています。

「ナイスの森 ®」 ―――美しく健康な森へ

左上、上の写真：ナイス猪苗代の森


